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▲猿投窯の範囲

大窯（おおがま）
15世紀末に窖窯から発展した地上式の窯を大窯といいま

す。今のところ瀬戸・美濃窯で独自に開発された構造と考えら
れています。

連房式登窯（れんぼうしきのぼりがま）
16世紀末、豊臣秀吉の朝鮮出兵に際し、九州の大名が朝鮮半

島の陶器の職人を連行して九州地方北部に導入した窯のこと
を連房式登窯といいます。17世紀初頭には美濃窯に導入され、
やがて瀬戸窯にも取り入れられ、近世・近代の主要窯

よう
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陶器などの焼き物を焼く施設のことを「窯」と呼びます。構造から窖窯、
大窯、登窯などと区別されます。

窖窯（あながま）
　須恵器焼成窯として朝鮮半島から伝来した窯の一種です。
地面をトンネル状に掘りぬく地下式、溝状に掘りくぼめた後
に天井を作る半地下式に分けられます。温度を上げやすい反
面、高温を維持するため、大量の薪が必要となります。地下式窖窯模式図

瀬戸・美濃型大窯模式図

瀬戸古窯模式図（明治期）
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▲市指定有形文化財「坏とかめ」
（東境町　山の田古窯出土）
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